




















　肝賊はアミノ酸代謝において中心的な地位を占めている。腸管で吸収された

アミノ酸を最初に受入れる臓器であり,アミノ酸の同化と異化を行う場であり,

さらに循環血液中にアミノ酸を供給する貯蔵庫でもある。また最近の研究によ

ると,肝臓にはアミノ酸代謝を調整する複雑な機能のあることもわかってきた。


